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のために人々のQOLを支えることが

できる人材を育てる学校、ということ

です」。

創刊80年を超える「栄養と料理」（女

子栄養大学出版部）という月刊誌があ

る。この誌名は「栄養も大事だけれど、

料理も大事」という創立者の考えを端

的に示していると香川学長は言う。

「栄養料理はまずくても仕方ないとい

うのが昔からある説ですが、どんなに

完璧な栄養のある料理を作ったとし

ても、食べてもらえなかったら意味が

ない。だからやっぱりまずくてはダ

メ。サプリメントを飲めばいいという

のは大きな間違いだと科学的に証明

されているし、おいしいものを食べて

楽しい気分になるのは、人生の潤いと

してとても大事です」。

また料理（調理）重視は、「働く」現場

のニーズでもある。栄養士や管理栄

養士は通常、献立を立て、調理のス

タッフに指示書を出すのが業務で、食

材を切る、煮る、味つけする等の調理

には直接携わらない。しかし「世の中

はそうは思っていない」と産学官連携

推進を担当する染谷忠彦常務理事は

言う。「栄養士・管理栄養士に、調理が

できることは求められている。単純

に、現場からしてみたら、そんなこと

もできないの、ということです」。

実践栄養学科のカリキュラムには、

管理栄養士養成課程で必須の科目

に、調理関連科目が別枠でプラスされ

ている。国家試験の合格率はほぼ

100％を維持しているが、ただ試験に

理ができることに基づくそういった

能力が、栄養士だろうと教員だろうと

食文化だろうと必要だと。だから実

践栄養学は、学科・専攻を問わず全学

生が学ぶ卒業必修科目にしているの

です」（香川学長）。

　

養護教諭の養成課程である保健栄

養学科の保健養護専攻では、キャリア

教育として、2年次に10週間の長期学

校体験実習がある。「養護教諭として

ではなく、学校の何でも屋さんみたい

な感じで行き、日々起こる問題に直面

することで、3年次4年次の学びのモ

チベーションが高まります。また逆

に、それが辛いとかとなると、教育実

習前に進路変更を考えることになる。

その選択は確かなキャリアにつな

がっていきます」（香川学長）。

香川学長は埼玉県の公立小学校の

教員だった経験からこう話す。「子ど

もの健康の問題には、朝ごはんを食べ

合格すればいいということでは現場

で使える人材にはならないからだ。

養成課程・国家試験の「学ぶ」には調理

が含まれていないが、現場の「働く」に

は当然のように調理が含まれている。

その学ぶと働くを「つなぐ」ために「調

理」が必要ということだろう。

ほかの2学科も、調理を中心とする

実習は質・量ともに充実している。ま

た、1年次の実践栄養学という科目で

は、日常の食事や自分の立てた献立

で、重さを測って評価・改善するとい

う課題が出る。

「今はわざわざ計量しなくても、

ジャガイモ何個とパソコンのソフト

に入れるだけで基礎的な栄養計算は

できる。でもそれではどんな調理が

されているかは分からない。

味の感覚等は、自分で調理ができな

いとわかりませんよね。例えば塩分

に配慮を要するからといって、塩味を

抜いたら多分まずくて食べられない。

その味を想像して、酸味とか胡椒のア

クセントをつけたレシピを書く。調

大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」の役割を求められ、変革

を迫られている。キャリア教育、PBL・

アクティブラーニングといった座学に

とどまらない授業法、地域社会・産業

社会、あるいは高校教育との連携・協

働と、近年話題になっている大学改革

の多くが、この文脈にあるといえるだ

ろう。

この連載では、この「学ぶと働くを

つなぐ」大学の位置づけに注目しなが

ら、学長及び改革のキーパーソンへの

インタビューを展開していく。各大学

が活動の方向性を模索する中、様々な

取り組み事例を積極的に紹介してい

きたい。

今回は、栄養学部のみという独自性

をもつ女子栄養大学で、食の現場で求

められる「働く」につながる「学び」への

取り組みについて、香川明夫学長、染

谷忠彦常務理事にお話をうかがった。

女子栄養大学の栄養学部は3つの

学科からなる。実践栄養学科は管理

栄養士、栄養教諭

養成、保健栄養学

科は栄養士、臨床

検査技師、養護教

諭の養成、食文化

栄養学科は公的

資格にこだわらず食の文化に携わる、

と目指すところは異なるが、共通して

重視するのが「創立者の精神」だ。

女子栄養大学の前身となる「家庭

食養研究会」の発足は1933年。きっ

かけは、大正時代まで国民病といわれ

るほど多くの患者がいた脚気（かっ

け）だった。伝染病、感染症と思われ

ていた病気だが、東京大学医学部等

の研究により、ビタミンB1の欠乏とい

う原因が昭和初期に明らかになった。

そして、ビタミンB1を含む米の胚芽

を食べる予防法を広めるために、研究

に携わっていた医師・研究者の香川昇

三・香川綾が「家庭食養研究会」を立

ち上げたという経緯だ。

創立者夫妻の孫にあたる香川明夫

学長は「栄養士という概念も、食生活

を整えるという考え方も全くなかっ

た時代に、予防医学を元に、食を通じ

て人の健康の維持向上を図ることを

目指した建学の精神、単に管理栄養士

等の資格取得のための学校ではない

ことを、学生に理解してもらいたい」

と言う。そのために、入学前学習のひ

とつとして『香川綾の歩んだ道』とい

う本の読書課題がある。「提出された

読書レポートから、『香川綾さんはす

ごい人だ』と認識する学生が多いこと

が分かります。『そういう学校に入学

した以上、頑張って勉強しよう』と、入

学前に意識する。退学率を低くする

等の効果もあると思います」（香川学

長）。

戦時中・戦後の危機的な食生活、食

べ物が過多な時代には生活習慣病、

近年は、食環境の変化、孤食化の傾

向、失われつつある食の伝統等を背景

とする「食育」。直面する課題は変化

してみえるが、女子栄養大学のミッ

ションは変わらないと香川学長は考

えている。「体を動かしてお仕事され

ている方、家庭にいらっしゃる方、高

齢者、子ども、外国人、食べない人はい

ない。全ての人を対象に、個々人の生

活 の 質（QOL: Quality of Life）の 低

下、少子高齢化の進む日本の元気がな

くなっていくことを食い止めたい、そ
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ない等、日頃の食生活の残念な感じが

絡むことが多い。現場の感覚として、

日常の食生活は子ども達が接してい

るリスクとしてとても大きいのです。

食を理解した養護教員というのは私

たちの強みだと思っています」。

女子栄養大学の産学官連携はこれ

まで、企業・団体、自治体、教育機関・団

体、高等学校を合わせて150件近くに

及ぶ。その始まりは2006年の埼玉り

そな銀行との包括連携協定だった。

取引先企業を主な対象に、栄養、健康

増進、商品開発等のテーマの講演から

始めて、商品開発やメニュー開発に広

がっていったという。

講演や勉強会で終わりという産学

官連携も少なくない中、件数が増え、

内容も学生の教育も含めた商品開発

等へと発展していった理由を、染谷常

務理事は「企業がちょうど求めてきて

いた時代だったのでは」と言う。「当

初は、食関係の部門があっても栄養士

や管理栄養士を採用していない企業

がほとんどでした。それだけ栄養士

等に対する認識がなかった。栄養大

学というのがあると認識されて、自社

やその商品が健康増進や栄養とどう

関わるかを考えて頂けた」。

自治体については、2000年に政府

が「健康日本21」を打ち上げ、続いて

2002年に健康増進法ができたという

流れがあった。自治体は健康増進に

取り組まなければならなくなったが、

どうしたらいい分わからず困ってい

たと染谷常務理事は見る。

産学官連携の取り組みは、まず学生

達のモチベーションに好影響を与えた。

以前は病院や学校にほぼ限られていた

栄養学を生かす場が、会社関係にも広

がり、食の世界や健康産業で広く活躍

できると分かったことが大きい。

「例えば食文化栄養学科は、学生が

実習やインターンシップでお店や会

社に行って、自分の考えたものが商品

化されていく過程を学びます。そこ

にすごく効果がある。自分がどうい

う勉強をしていったらいいか理解す

るようになり、日本だけではダメだと

考えて英語やフランス語を学びに外

部のスクールにまで通ったり。アル

バイトの選び方等にも影響があるよ

うです」（香川学長）。

また、教員の視野が広がったことも

見逃せない。「連携によって、社会で

こんなに広く活躍できるということ

が、かなり分かってきた。就活支援も

そういう視野でできるようになった

し、連携もいっそうお手伝いするよう

になった」（染谷常務理事）。

産学官連携は、大学の知名度を上

げ、就活にもつながる大きなプラスに

なっていると染谷常務理事は言う。

「教育力がちゃんとあるから、連携に

よっていい商品ができ、商品の知名度

が上がる。すると、企業の名前と同時

に女子栄養大学の名前も広まる。市

場認知、社会認知の両方につながって

いくのです。インターンシップをや

り、就活の中で認められて、多くの会

社から就職の求めが来ています。本

学のような小さい大学の生き残りは、

偏差値ではなく、しっかりとした教育

力、就職力だと思います」。

教育力の高さは、卒業生の評価を高

めるうえでも重要だ。「養護教員でも

管理栄養士でも、女子栄養大の卒業

生は訓練のされ方、勉強の仕方が違う

と一目置かれることが増えている。

きちんと教育して社会に送り出して

いるという評価が広がることが、何よ

りのアピールになっています」（染谷

常務理事）。

今後の方向性について香川学長は

「今の教育を進めることが大事。定員

増や、看護学部・医学部等の新設と

いった展開は全然考えていません」と

言う。

例えば医療現場では今、他職種が

連携して患者の栄養管理にあたる栄

養サポートチーム（NST: Nutrition 

Support Team）という形態が広まっ

てきている。そこに入って、医師、看

護師、薬剤師等と対等にコミュニケー

ションできる人材を、栄養学部として

育成していきたいのだという。

「別に体制を変えたくないとか変化

は必要ないとかではなく、社会のニーズ

に合わせて変わるところは変わる。産

学官連携等を通じて社会から情報を頂

き、そのニーズに対してどう返すか、ど

ういう人材を育成するかをリフレッ

シュしていくし、機敏に動いていく。

ただ、『食は生命（いのち）なり』の

モットーや、食と健康の問題を解決で

きる人材を育てていくことは、全くブ

レないということです」（香川学長）。

150件に及ぶ
産学官連携を実現

「よく訓練されている卒業生」
という評価

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）
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